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消防救急の現状
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消防救急の現状

年齢区分別の搬送人員と5年ごと構成比の推移（堺市消防局）



消防救急の現状

大阪府の搬送困難事案

出典：第8次大阪府医療計画



消防救急の現状

高齢者施設へ救急出場したとき・・・

⚫ 誘導がなく、玄関が施錠されている

⚫ 傷病者の情報がわかっていない

⚫ 傷病者本人や家族等の意向確認が取られていない

⚫ 付き添いなしで傷病者ひとりでの搬送になる

⚫ 応急手当（心肺蘇生）が実施されていない

⚫ 心肺蘇生しないでと言われる

⚫ DNARっぽい書面が出てくる etc



救急活動時、心肺蘇生を望まない意思を伝えられた症例

将来の社会情勢を踏まえた対応策

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 総計

2 44 33 9 27 115

1 25 17 5 14 62

0 0 1 0 2 3

1 19 15 4 11 50

※令和７年２月５日時点速報値

救急活動時、

心肺蘇生を望まない意思を伝えられた症例

搬送（CPR実施）

不搬送

搬送（CPRなし）



消防救急の現状

DNARっぽい書面の例



消防救急の現状

高齢者救急に関する救急医療機関の声

⚫ 入り口問題
・病状把握が困難である
（複数疾患、老老介護）
・普段の医療情報（既往歴、
内服薬など）の把握が困難
・家族の有無、連絡先が分から
ない（医療同意が得られるか
わからない）
・蘇生処置、延命処置に対する
意向がわからない
・かかりつけ医の情報がわからない

⚫ 出口問題
・元のADLに回復しないことが多い
（家族の介護力、施設の対応、
経済的問題、制度上の問題が
発生）
・医療機能の点から慢性期病院
とのマッチングが難しい
・介護認定に時間がかかる
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消防の救急業務

消防の任務

① 国民の生命、身体及び財産を火災から保護する

② 水火災又は地震等の災害を防除し、被害を軽減する

③ 災害等による傷病者の搬送を適切に行う

消防組織法 第一条



消防の救急業務

災害等による傷病者の搬送を適切に行う
＝ （消防機関が行う）救急業務

① 災害により生じた事故

② 屋外もしくは公衆の出入りする場所において生じた事故

③ 屋内において生じた事故または生命に危険を及ぼす
恐れがある疾病のうち、傷病者を医療機関へ迅速に
搬送するための適当な手段がない場合

救急業務の対象：消防法第二条第九項
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超高齢社会・人口減少社会における持続可能な医療体制の構築

出典：厚生労働省資料

将来の社会情勢を踏まえた対応策

いつまでも元気に暮らすために   

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０分
以内に必要なサービスが提供される日常
生活圏域（具体的には中学校区）を単位と
して想定

■在宅系サービス
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス

（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護） 等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅 等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・認知症共同生活介護
・特定施設入所者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院 通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら   

医 療
介護が必要になったら   

介 護

■介護予防サービス



将来の社会情勢を踏まえた対応策



高齢者救急問題の現状とその対応策についての提言2024

● 高齢者施設管理者・職員の方々へ

【提言1】
いざという時のために、ご本人とご家族等にアドバンス・ケア・プランニング（ACP）に
ついて御説明いただき、ご本人が最後までどのように過ごしたいか、ご本人の望む
医療・ケアや望まれる看取り方について、ご本人とご家族等の話し合いを支援し、
共有できるようにしませんか。

【提言2】
配置医師（主治医・連携医）、外部医師及び看護・介護・ケアなどすべての
スタッフと協議し、施設での看取りなどの、いざという時の施設としての対応を共有
しておきませんか。

将来の社会情勢を踏まえた対応策



高齢者救急問題の現状とその対応策についての提言2024

● 高齢者の医療・ケアに日常的に関係する医療・福祉スタッフの方々へ

【提言1】
日常から、ご本人が希望する最後の過ごし方について、ご本人・ご家族等との
話し合いを多職種で支援し、ご本人の希望を皆さんで共有しておきませんか。

【提言2】
高齢者の急変に備えましょう。

将来の社会情勢を踏まえた対応策



〇 救急隊への情報提供表（または、これに代わる情報シート）

〇 保険証（介護保険証）

〇 お薬手帳

〇 現在服用中の薬

〇救急車を要請することになった経緯
・いつから？、どうなった？（突然？）
・普段とどう違うのか？
・発症（受傷）の目撃の有無は特に重要
目撃が無ければ、最後に正常（普段どおり）であることを確認した日・時間帯を
伝えてください。

【救急車を要請する時】救急隊に伝えてほしい情報

【救急車を要請する時】準備しておくもの

将来の社会情勢を踏まえた対応策

高齢者の急変に備えて



高齢者の急変に備えて

将来の社会情勢を踏まえた対応策



まとめ

✓ 増加する高齢者救急搬送（2040年頃まで）

✓ 緊急搬送手段（救急車）及び搬送先（救急医療機関）
には限りがある

✓ 介護、看護で関わっている高齢者のために、
救急車や救急医療機関をあてにしない仕組み（体制）づくりを
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